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テーマ設定の理由

・NGO団体の活動を実際に見たことがあり、

　そこで興味をもったから

・世界には安全な水を飲めない人が大勢いると

　ネットの記事で知ったから

　



現状　　　　　　　　　　　

・世界に約三十億人が手洗い設備が家庭になく、

　平均で毎日700人の5歳未満の子どもが、水や

　衛生設備の不足によって引き起こされる病気で

　命を落としている

・世界の10人に3人が安全に管理された水を使用

　できずにいる

・36億人が、安全に管理された衛生施設（トイレ）

を使用できない





課題・問題点

・川や湖の汚れた水を飲まなければならない

　環境にいる人々がいる点

・不衛生な環境にいる人々がいる点

・水が得られない多くの人は、下痢や感染症に

　かかっている点

・適切な上下水道の管理が行われない

　ことによる水質汚染



提案(自分たちにできること)

・ユニセフなどの団体への寄付

・水資源などが限られてあるものである

　ことを理解し、大切に使う　　　　　　　

・石鹸や洗剤を使いすぎない

・ボランティア活動に積極的に参加する



感想

・個人の力だけでは解決の難しい問題であるため、多くの人が協力してこの問題　　　　　　につ
いて考え、解決のためにできることをしてほしいと感じた

・個人でできることか限られているが、その中でも自分のできることをよく考え、水の使用量を減
らすなどやれることをやっていきたいと思った

・世界の人口の約4分の1の人々が安全な水を飲むことが

できないということを知り、驚いた
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